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３．事後評価結果 

  

冬眠特異的な Cold-inducuble RNA-binding protein(CIRP)のスプライシングに注目し、機能解

析と病態との関連性を解明することを目的とした。ゲノム編集により冬眠型マウスやバリアント型

マウスの作製を行い、冬眠時のスプライシングが、急性温度変化に対する心機能維持に重要である

ことを見出すなど面白い結果を得られつつある。マウスの解析を今後更に進めることで、スプライ

シングの意義の解明につながることが期待できる。 


